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第22回

阪神大水害の被災と伝承
-住吉川流域における

記念碑を中心に-

川輔浩二朗(仰教大学大学院修士課程)

存
在
す
る
記
念
碑
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
た
い
。

2 

住
吉
則
涜
域
民
お
け
る
大
水
盟
国
の
現
地
調
査

60-7 理地2015 

は
じ
め
に

橋梁流失

神戸市

武庫郡

その{也

合計

地E里教材研究会

六
甲
山
地
の
南
側
に
は
神
戸
を
は
じ
め
、
阪
神
間
の
都
市
域
が
広

が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
水
害
が
起
こ
り
ゃ
す
い
自
然
条
件
を
備
え

て
い
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
最
も
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
日

(
1
9
3
8
)
年
7
月
5
日
の
「
阪

神
大
水
害
」
は
、
そ
の
危
険
性
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、

発
生
か
ら
約
初
年
が
経
過
し
、
そ
の
被
害
体
験
も
次
第
に
忘
れ
去
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
被
害
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
の
災
害
伝
承
の
あ
り
方
を
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
住
吉
川
流
域
に

六
甲
山
地
は
全
山
が
マ
サ
土
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
南
側
は
急
斜
面

で
平
野
部
は
扇
状
地
を
形
成
し
、
多
く
の
河
川
は
天
井
川
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
土
石
流
が
発
生
し

て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ
の
代
表
例
が
阪
神
大
水
害
で
あ
り
、

こ
れ
を
機
に
砂
防
工
事
が
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
水
害
の
被
害
程
度
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
。
し
か
し
、
奇
し

く
も
大
水
害
発
生
後
初
年
目
に
起
こ
っ
た
平
成
却

(
2
0
0
8
)
年

7
月
お
日
の
都
賀
川
水
難
事
艇
の
よ
う
な
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
が
全
国
的
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
、
本
地
域
に
お
い
て

も
水
害
の
発
生
に
対
す
る
十
分
な
備
え
が
必
要
で
あ
る
。

大
水
害
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
「
細
雪
』
に
も
詳
甑
さ
れ
、
広

く
知
ら
れ
た
災
害
で
あ
っ
た
。
被
災
後
初
年
近
く
が
経
過
す
る
今
日

で
は
、
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
多
大
な
犠

牲
の
う
え
に
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
現
地

に
残
さ
れ
た
痕
跡
や
記
念
碑
等
を
通
じ
た
災
害
伝
承
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
デ
ー
タ
化
す
る
調
査
を
住
吉
川
流
域
で
実
施
し
た
。

の
復
刻
版
と
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

被
災
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

大
水
害
は
、

6
月
日
日
の
入
梅
後
間
断
な
く
降
り
続
い
て
い
た
雨

に、

7
月
3
日
1
5日
の
集
中
豪
雨
が
重
な
っ
て
発
生
し
た
。

3
日

間
の
総
降
水
量
は
六
甲
山
頂
直
下
に
位
置
す
る
住
吉
川
上
流
域
周
辺

で
約
6
0
0
ミ
リ
に
達
し
た
。

5
日
の
朝
方
に
か
け
て
広
範
囲
な
山

崩
れ
が
起
き
、
土
石
流
が
急
傾
斜
の
住
吉
川
を
流
れ
下
る
と
と
も
に
、

湾
曲
部
や
狭
臨
部
で
決
壊
し
て
天
井
川
の
高
い
川
岸
か
ら
東
西
に
も

流
れ
下
り
、
市
街
地
の
広

い
範
囲
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
住
吉
川
西

岸
は
被
災
当
時
住
吉
町
仰
に

属
し
て
お
り
、
そ
の
中
心

部
は
い
わ
ゆ
る
「
阪
神
間

モ
ダ
ニ
ズ
必
」
を
代
表
す

る
家
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
関

西
随
一
の
富
豪
住
宅
地
帯

を
形
成
し
て
い
た
。
し
か

し
被
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
の
ち
、

住
む
人
も
家
屋
敷
も
入
れ

住
吉
川
流
域
に
お
け
る

住吉川流域水害図(出典:注 (6)) 図1
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表 1
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浸水家屋

5，054戸 6，776戸 79，652戸 52カ所

35ヨ戸 888戸 7，343戸 8カ所

326戸 966戸 I22，375戸 70カ所

5，732戸 8，630戸 I109，370戸 130カ所

六甲砂防工事事務所編『六甲砂防六十年史j，2001， 102頁「地域別の一般被害J参照.

住吉村・本山村は上記武庫郡に含まれる.

死者・行方

不明者

616人

48人

51人

715人

地域名(当時)

3 

大
水
害
に
よ
る
被
災

の
轍
裏

住
吉
川
流
域
の
被
災
に
関
す
る

詳
細
な
記
録
に
、
旧
制
甲
南
高
等

学
校
の
校
友
会
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
「
昭
和
十
三
年
七
月
五
日
の

阪
神
水
害
記
念
帳
』
が
あ
る
。
こ
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